
（緊急対応が必要な場合）

以下の症状を聞き取ったら病院に連絡して
ください。

・全身倦怠感がひどく日常生活に支障が出ている。又は持続する。
・息切れがする、息苦しい、発熱、咳（痰が出ない咳）
・肝機能 黄疸が出ている（白目や皮膚が黄色っぽくなる）
・消化器症状（嘔気・下痢）、口内炎がひどく水分摂取や
食事摂取が困難

・イレウス（便が出ない、腹痛、腹部膨満など）
・38℃以上の発熱、または37.5℃以上の発熱が2、3日以上続く
・発熱を伴う下痢や腹痛が続く
・出血、血便
・嘔気・嘔吐が強い（水分摂取、食事ができない）場合

保険薬局の方へ

➢ 緊急性のある場合(時間内)

外来化学療法センター 096-373-5640 外来主治医または
担当薬剤師から外来主治医に
必ず連絡をつなぎます。

➢ 緊急性がある場合（時間外）

保険薬局薬剤師から患者さんへ病院の緊急連絡先に連絡をしてもらうこと
を伝えるとともに、時間外 薬剤部（上記の時間）096-373-5830に報告し、
連絡を受けた当番薬剤師は診療科医師（不在の場合は当直医師）に状況を
報告し対応します。


